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迎
春

「
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
法
案
」
が
成
立
し
て
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
安
倍
政
権
は
何
が
何
で
も
国

会
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
統
一
地
方
選
や

夏
の
参
議
院
選
に
向
け
た
財
界
の
カ
ネ
と
票
を
得
る
た
め

の
事
実
上
の
買
収
策
だ
。
だ
か
ら
、
４
月
１
日
の
施
行
は
至

上
命
令
。
審
議
時
間
が
ど
ん
な
に
短
く
て
も
、
基
礎
デ
ー

タ
の
捏
造
が
露
呈
し
て
も
、
世
論
が
拙
速
な
施
行
に
大
反

対
し
て
も
、
と
に
か
く
臨
時
国
会
で
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

い
つ
も
経
団
連
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
き
た
自
民
党
の
政

策
は
、
搾
取
強
化
と
な
っ
て
企
業
の
ブ
ラ
ッ
ク
を
進
め
た
。

「
人
手
不
足
」
と
い
う
声
が
出
る
た
び
に
、
で
き
の
悪
い
経

営
者
の
延
命
の
た
め
の
労
働
条
件
切
り
下
げ
を
促
進
し
た
。

経
団
連
の
企
業
は
大
半
が
ブ
ラ
ッ
ク
だ
。

日
本
は
、
他
の
先
進
国
な
ど
に
比
べ
て
格
段
に
低
い
労
働

条
件
を
維
持
し
た
ま
ま
、
経
営
を
続
け
た
い
と
い
う
企
業
経

営
者
の
声
に
応
え
て
き
た
。
今
や
、
韓
国
に
比
べ
て
、
日
本

は
魅
力
を
失
い
、
高
度
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
単
純
労
働

者
か
ら
も
、
低
賃
金
ブ
ラ
ッ
ク
の
国
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
て
い
る
。
賃
金
が
安
い
、
残
業
時
間
が
長
い
、
残
業
割

増
率
が
低
い
、
休
み
が
取
れ
な
い
、
仕
事
の
内
容
が
き
つ
い

と
い
う
よ
う
な
職
場
に
人
が
集
ま
ら
な
い
の
は
当
然
だ
。

そ
れ
を
安
倍
政
権
は
「
人
手
不
足
」
と
呼
ぶ
。
実
態
は
、

先
進
国
ら
し
い
ま
と
も
な
労
働
条
件
を
提
示
で
き
な
い
企
業

・
産
業
が
い
つ
ま
で
も
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
か
ら
。
い
ま

こ
そ
社
会
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
、「
反
独
占
・
反
自
民
」
勢

力
を
構
築
す
る
し
か
な
い
！

二
〇
一
九
年

元
旦

新
社
会
党
労
働
運
動
委
員
会

全
国
幹
事
一
同

労働運動委員会学習交流会

2月16日(土) 開会10:30
神保町区民館（３Ｆ・Ａ室）
◆テーマ「労働運動の成果と課題」

■19年労働運動の提言

■次代を担う青年労働者の発言

■労働運動を躍進させるユニオン



春
闘
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

19
官
製
春
闘
が
年
末
に
現
れ
た
。
安

倍
首
相
は
あ
つ
か
ま
し
く
経
団
連

の
会
合
で
「
賃
上
げ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
中
西
経
団
連
会
長
に
懇

願
し
た
。

安
倍
晋
三
首
相
は

月

日
、

12

26

東
京
都
内
で
開
か
れ
た
経
団
連
の

会
合
で
挨
拶
し
、
「
景
気
の
回
復

基
調
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
で
き

ア
ベ
の
飛
び
込
み
「
賃
上
げ
お
願
い
し
た
い
」

労
働
者
を
嘗
め
き
っ
た
官
製
春
闘

「
解
雇
の
金
銭
解
決
」
が
加
速

金
銭
救
済
検
討
会
で
厚
労
省
が
推
進

る
よ
う
な
賃
上
げ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

年
春
闘

19

で
の
賃
上
げ
を
経
済
界
に
要
請

し
た
。
安
倍
首
相
に
よ
る
賃
上

げ
要
請
は
６
年
連
続
と
な
っ

た
。会

合
に
は
経
団
連
の
中
西
宏

明
会
長
ら
経
済
界
の
ト
ッ
プ
が

出
席
。
安
倍
首
相
は
来
年

月
10

の
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
「
政

府
と
し
て
、
い
た
だ
い
た
消
費

税
、
全
て
を
お
返
し
す
る
レ
ベ

ル
の
消
費
税
対
策
を
準
備
し
た

い
」
と
白
々
し
く
説
明
し
、
賃

上
げ
を
要
請
し
た
。
消
費
税
増

税
に
伴
う
個
人
消
費
の
落
ち
込

み
を
ご
ま
か
す
狙
い
だ
。

勿
論
そ
の
裏
に
は
、
労
働
法

制
、
外
国
人
入
管
法
、
水
道
法

な
ど
の
法
案
を
通
し
た
こ
と

と
、
通
常
国
会
で
「
解
雇
の
金

銭
解
決
」
「
裁
量
労
働
制
の
対

象
拡
大
」
を
盛
り
込
む
法
案
成

立
の
取
り
引
き
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
有
識
者
会

議
「
解
雇
無
効
時
の
金
銭
救

年
春
闘
で
は
３
％
の
数

18
値
目
標
を
示
し
た
が
、
経
済

界
か
ら
過
度
な
政
治
介
入
の

批
判
も
あ
り
、
今
回
は
具
体

的
な
数
字
ま
で
踏
み
込
め
な

か
っ
た
が
、
安
倍
首
相
の
影

響
力
を
押
し
売
り
し
た
。

消
金
の
請
求
の
要
件
が
必
要

な
場
合
の
解
消
金
請
求
制
度

の
導
入
の
議
論
。

③
で
は
バ
ッ
ク
ペ
イ
（
未

払
い
賃
金
）
を
解
消
金
に
含

め
る
か
ど
う
か
。
④
具
体
的

な
金
銭
水
準
に
上
限
、
下
限

を
設
け
る
か
ど
う
か
な
ど
が

議
論
さ
れ
、
欧
州
諸
国
の
制

度
が
参
考
提
示
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
解
雇
の
金
銭

解
決
」
の
法
案
化
が
加
速
し

て
い
る
。
裁
判
所
が
解
雇
無

効
の
判
決
を
下
し
て
も
職
場

復
帰
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
る
。

わ
ず
か
な
金
銭
で
合
法
的
に

首
切
り
に
す
る
悪
法
だ
。

「
解
雇
の
金
銭
解
決
」
は
、

年
５
月
、
有
識
者
検
討
会

17（
委
員

人
）
が
１
年
半
の

22

論
議
で
報
告
書
（
概
ね
良
好
）

を
ま
と
め
て
い
た
、
「
裁
判
の

無
効
判
決
と
は
別
に
、
労
働

者
側
が
金
銭
解
決
を
求
め
、

企
業
側
が
応
じ
る
と
労
働
契

約
を
終
え
る
解
雇
の
金
銭
解

決
」
。
冒
頭
に
記
し
た
検
討
会

は
、
「
首
切
り
自
由
」
を
よ
り

加
速
さ
せ
る
も
の
。
今
、
労

働
組
合
が
動
か
な
い
と
通
常

国
会
は
、
数
の
力
で
強
行
採

決
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

春
闘
を
私
的
に
支
配
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
労
働
側
は

完
全
に
安
倍
首
相
に
嘗
め
ら

れ
て
い
る
。
春
闘
に
首
を
突

っ
込
む
ほ
ど
に
、
「
労
働
法
制

改
悪
」
の
法
案
も
通
そ
う
と

す
る
狙
い
が
あ
る
。

済
制
度
に
係
る
法
技
術
的
論

点
に
関
す
る
検
討
会
」
（

月
12

月

日
）
は
、
第

27
３
回
会
合
を
開

き
、
厚
労
省
が
推

進
の
立
場
か
ら
論

点
を
提
起
し
た
。

論
点
は
①
対
象

と
解
雇
②
権
利
発

生
要
件
③
労
働
契

約
解
消
金
の
性
質

④
解
消
金
の
算
定

⑤
権
利
行
使
の
期

間
の
５
点
。
こ
の

う
ち
、
②
労
働
者

が
解
雇
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
解
雇
が

無
効
な
こ
と
、
解


